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平成18年度庄原市
戦没者追悼式
並びに平和祈念式典

耕作放棄地をなくしましょう。
農業委員会　鈎0824－73－1133

株式会社庄原市農林振興公社を設立
企画課政策企画係　鈎0824－73－1114

　本市の戦没者に哀悼の意を表すとともに、再び戦
争の惨禍を繰り返すことのないよう恒久平和を祈
念するため、庄原市戦没者追悼式並びに平和祈念式
典を開催します。多くの参加をお願いします。

※当日は要約筆記による案内、各支所からの送迎
バスをご用意しています。また、e－しょうばらネ
ットでの中継も行いますので、各学校、公民館な
どで式典をご覧いただけます。

　農業委員会では、６月下旬に農地パトロールを実施しま

した。高齢化、後継者不足といった社会的背景の中で、耕作

放棄地の増加が懸念されています。

　農地は、食糧生産機能は勿論のこと、自然環境の維持・保

全など、生きていくために必要不可欠な多面的な機能を兼

ね備え、農家だけでなく地域全体にとって貴重な財産です。

　耕作できないときは、簡単な手続きで安心な農地の貸し

借りの制度があります。まず、地元の農業委員へお気軽にご

相談ください。

庄原市産直市連絡協議会発足

新規生産出荷者募集中!

庄原市エゴマ生産普及協議会

発足会員募集中!

と　き

ところ

8月23日（水）10時～
市民会館大ホール

社会福祉課
西 城 支 所
東 城 支 所
口 和 支 所
高 野 支 所
比 和 支 所
総 領 支 所

高齢者福祉係　鈎0824－73－1165
保健福祉課　鈎0824－82－2202
保健福祉課　鈎08477－2－5131
保健福祉課　鈎0824－87－2114
保健福祉課　鈎0824－86－2114
市民生活課　鈎0824－85－3002
市民生活課　鈎0824－88－3110

●情報交換会の開催
　定期的に協議会を開催し、情
報交換を通して色々な課題に
対して意見交換します。

　庄原市産直市連絡協議会は、７月28日に設立総会を開催し、市内の産直市場が連携して、ともに
売上の拡大や運営体制を向上させようと、市内全域の産直市場を対象に発足しました。
　協議会に参加されている各産直市場では、市内の地産地消の推進や地域外への販売促進を目指
して、新たに産直市場へ出荷いただけるグループ・団体や個人を募集しています。
　「グループで産直市へ出荷したい」「自治振興区や集落で取組んでみたいんだが…」など、意欲や
関心のある方々にぜひ参加いただき、ともに研修や情報交換で技術向上を図り、生産・販売の拡大
と収入の増加を目指しましょう。連絡協議会では、本年度つぎの事業を計画しています。

　近年、健康食品として一躍脚光を浴びているエゴマを庄原市内でも生産拡大し普及させようと、
７月25日に庄原市エゴマ生産普及協議会を設立しました。自治振興区や集落で、転作田を活用し
て栽培するなど、農地の有効利用策のひとつとしても期待できる作物です。
　今後、エゴマについての研究や栽培技術の向上を目指した事業を中心に活動しますので、ぜひご
参加ください。

●各種研修会の開催
　新規就農者・生産出荷者の育
成や商品化技術の向上など、売
上拡大のための研修会を開催
します。

■問い合わせ
庄原市産直市連絡協議会事務局及び庄原市エゴマ
生産普及協議会事務局へお気軽にご連絡ください。

●事務局
庄原市地域振興部付（庄原市役所企画課内）
〒727―8501  庄原市中本町１丁目10番１号
鈎0824―73―1210　FAX0824―72―3322

●調査研究の実施
　参考となる産直市場の視察
調査や、県立大学との共同研究
により、生産・販売技術の向上
と運営体制の強化を図ります。

エゴマ
ご存知
ですか?

農魂
の　う　　こ　ん

商才
しょう　　 さ　い

一体的な農林業振興を目指して

　市の基幹産業である農業は、過疎化・少子高齢化により、農業従事者の高齢化や後継者不足など生産

構造の脆弱化が進行し、加えて、農産物価格の低迷がその動きに拍車を掛け、農業収入が減少し耕作放

棄地が増大するなど、厳しい環境にさらされています。

　市では、こういった状況を打開し、新市の一体的な農林業振興を目指すため、市全額出資の「株式会

社庄原市農林振興公社」を8月1日に設立しました。

　株式会社庄原市農林振興公社の設立に伴い、

これまで農業振興に取り組んできた財団法人

庄原市農林業公社（旧比和町農林業公社）、有限

会社東城町農林業公社は、それぞれ年度内に解

散し、その業務を新会社へ承継することにして

います。

　業務を承継する新会社は、市全額出資で設立

する株式会社であり、収益事業が制約され、基

本財産の運用益で運営されるのが原則である

財団法人に比べると、時代の変化に対応した多

角的・機動的な事業展開を図ることが可能とな

ります。

　これにより、従来の農家支援事業を充実・拡

大していくことができると考えられます。

　新会社では、農作業や草刈の受委託など旧公

社から承継した業務に加え、野菜などの農林産

物の販売経路拡大、広島市内での野菜直販事業

など、新たな取り組みによる農家支援も行う予

定です。

　設立初年度となる今年度は、体制整備など会

社本体の基盤づくりを行いながら、来年度から

実施する農作業受委託や農林産物販売事業を

中心に、全市域を対象とした農林業振興事業を

展開するための諸準備を行います。

　また、株式会社ひば西城まちづくり公社の解

散と業務統合、株式会社里山総領の農林業分野

の業務統合についても現在検討しており、全市

の一体的な農林業振興をより一層推進するこ

とにしています。

本　店／庄原市比和町木屋原171番地1　資本金／5,000万円

多角的・機動的な事業展開 新たな取り組みで農家支援

庄原市農林振興公社データ

問い合わせ

ぜいじゃくか




